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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口径の大きさを変更可能な絞り部と、該絞り部を収容する固定筒部と、該固定筒部に
回動可能に取り付けられて前記絞り部の開口径を調整可能に構成された絞り環と、を備え
たレンズ鏡筒において、
　前記固定筒部に対向する前記絞り環の部分又は前記絞り環に対向する前記固定筒部の部
分を“第１対向部位”とし、該第１対向部位に対向する前記固定筒部の部分又は前記絞り
環の部分を“第２対向部位”とした場合に、
　前記絞り部から前記絞り環の側に付勢されるように該絞り部の周方向に沿った２箇所に
配置された第１及び第２突起部と、
　前記絞り環の回動位置に応じて該第１及び第２突起部が択一的に嵌まり込んで前記絞り
環が前記絞り部と一体的に回動するように該絞り環の側に形成された嵌合部と、
　該第１及び該第２突起部の前記嵌合部への嵌まり込みを解除して前記絞り環が前記絞り
部と切り離された状態で回動するように構成された連結解除部と、
　前記絞り環の回動にクリック感を付与するように前記第１対向部位及び前記第２対向部
位に形成又は配置されたクリック機構と、
を備え、
　前記クリック機構は、前記第１対向部位に取り付けられたクリック用バネ部材と、該ク
リック用バネ部材によって前記第２対向部位の側に付勢される係止部材と、該係止部材を
係止するように前記第２対向部位の側に形成又は配置された被係止部と、を有し、
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　前記第２対向部位は、周方向に複数の前記被係止部が形成されてなる被係止面と、該被
係止部を有しない略平坦面と、を有し、
　前記第１突起部が前記嵌合部に嵌まり込んだ状態で前記絞り環を回動した場合には前記
係止部材は前記被係止面を摺動し、前記第２突起部が前記嵌合部に嵌まり込んだ状態で前
記絞り環を回動した場合には前記係止部材は前記略平坦面を摺動するように構成された、
　ことを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記レンズ鏡筒の半径方向外方を“鏡筒外方向”とし、該レンズ鏡筒の半径方向内方を
“鏡筒内方向”とした場合に、
　前記第１及び第２突起部を該鏡筒外方向に付勢するように前記絞り部の側に取り付けら
れた第１及び第２バネ部材、
を備え、
　前記嵌合部は前記絞り環の内周面に形成され、
　前記連結解除部は、前記嵌合部における前記第１及び第２突起部が付勢される位置に配
置されたアクチュエータ部と、該アクチュエータ部に連結されると共に前記絞り環の外周
面から前記鏡筒外方向に突出するように配置された押しボタン部と、からなり、
　該押しボタン部を前記鏡筒内方向に押すことによって前記アクチュエータ部が前記第１
又は第２突起部を前記嵌合部から該鏡筒内方向に押し出して該第１又は該第２突起部の前
記嵌合部への嵌まり込みを解除するように構成された、
　ことを特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記押しボタン部は、前記絞り環に形成された貫通孔に挿通されるように配置された、
　ことを特徴とする請求項２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記固定筒部には、前記絞り環に近接する位置に指標が表示され、
　該絞り環には、前記嵌合部に前記第１突起部が嵌め込まれた状態で該絞り環が回動され
た場合において前記指標に対向し得る周方向範囲に複数のＦ値が表示されると共に、前記
嵌合部に前記第２突起部が嵌め込まれた状態で該絞り環が回動された場合において前記指
標に対向し得る周方向範囲に複数のＴ値が表示され、
　前記絞り部は、前記指標に対向するＦ値又はＴ値を実現する大きさの開口を形成するよ
うに構成された、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒、
　を備えたカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開口径の大きさを変更可能な絞り部と、該絞り部を収容する固定筒部と、該
固定筒部に回動可能に取り付けられて前記絞り部の開口径を調整可能に構成された絞り環
と、を備えた絞り機構付きのレンズ鏡筒、及び該レンズ鏡筒を備えたカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、動画でも静止画でも撮影できるように構成されたビデオカメラや一眼レフカメラ
やミラーレスカメラなど（以下、単に“カメラ”とする）が普及している。
【０００３】
　このようなカメラにおいては絞り値の変更（調整）はカメラ本体で行うのが一般的であ
るが、レンズ鏡筒に絞り環（絞りリング）を設けておいて該絞り環を回すことによって変
更できるようにしたものもある（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
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　図７は、絞り調整機能付きのレンズ鏡筒の従来構成の一例を示す平面図であり、図中の
符号１００はレンズ鏡筒を示し、符号１０４は、回動自在に構成された絞り環を示し、符
号１０５は、フォーカスリングを示している。この絞り環１０４にはクリック機構（不図
示）が設けてあって、該絞り環１０４を所定の絞り値（Ｆ１．４，Ｆ２，Ｆ２．８，…な
どのＦ値）にて固定して自由回動を規制するように構成されていた。
【０００５】
　ところで、このようなカメラで静止画を撮影する場合は、被写体の明るさ等を考慮して
絞り値を事前に設定することが行われるが、動画を撮影するような場合は、その撮影中に
絞り値を固定せずに変化させたい場合がある。例えば、移動するヘリコプターや列車や自
動車に乗って動画を撮影する場合や、カメラをラジコンヘリコプターに搭載して動画を撮
影する場合などは、被写体の明るさが大きく変化することがあるので、該被写体の明るさ
に応じて撮影中に絞り値を順次変更するような場合である。しかし、このような場合にお
いては、上述のクリック機構が前記絞り環１０４のスムーズな回動を阻害してしまうこと
になり、また、「カチッ」というクリック音をカメラのマイクが拾ってしまう等の問題が
あった。
【０００６】
　そこで、このような問題を解決するようにした構成のレンズ鏡筒が提案されている（例
えば、特許文献２参照）。
【０００７】
　図８(a) は、絞り調整機能付きのレンズ鏡筒の従来構成の他の例を示す部分断面図であ
って、同図(b) は、その拡大断面図であり、図中の符号２０４は絞り環を示し、符号２０
６はクリック機構を示し、符号２０６Ａは、クリック機構２０６の構成要素であるバネを
示し、符号２０６Ｂは、該バネ２０６Ａによって付勢されるクリックボールを示す。また
、符号２０６Ｃは、該クリックボール２０６Ｂが係合可能な被係合部を示し、符号２０７
は、複数の該被係合部２０６Ｃが端面に形成された環状部材を示している。この環状部材
２０７は回動自在に構成されていて、該環状部材２０７を１８０°回動させると、前記ク
リックボール２０６Ｂと前記被係合部２０６Ｃとの接触は無くなり、クリック機能が停止
されるように構成されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１２－２９１５２公報
【特許文献２】特許第５１６６５９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、図８に示す構造のものでは、クリック機能を停止させると共に絞り値を
変更する場合には、環状部材２０７と絞り環２０４の２つの部材を回動させなければなら
ず、その操作が煩雑になるという問題があった。
【００１０】
　本発明は、上述の問題を解消することのできるレンズ鏡筒、及び該レンズ鏡筒を備えた
カメラを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の観点は、図１乃至図４及び図９に例示するものであって、開口径の大き
さを変更可能な絞り部（２，３０２）と、該絞り部（２，３０２）を収容する固定筒部（
３，３０３）と、該固定筒部（３，３０３）に回動可能に取り付けられて前記絞り部（２
，３０２）の開口径を調整可能に構成された絞り環（４，３０４）と、を備えたレンズ鏡
筒（１，３０１）において、
　前記固定筒部（３，３０３）に対向する前記絞り環（４，３０４）の部分又は前記絞り
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環（４，３０４）に対向する前記固定筒部（３，３０３）の部分を“第１対向部位（図２
(b) 及び図９の符号Ｐ１参照）”とし、該第１対向部位（Ｐ１）に対向する前記固定筒部
（３，３０３）の部分又は前記絞り環（４，３０４）の部分を“第２対向部位（同図の符
号Ｐ２参照）”とした場合に、
　前記絞り部（２，３０２）から前記絞り環（４，３０４）の側に付勢されるように該絞
り部（２，３０２）の周方向（図３及び図４の矢印Ｃ参照）に沿った２箇所に配置された
第１及び第２突起部（５０Ａ，５０Ｂ、又は３５０Ａ，３５０Ｂ）と、
　前記絞り環（４，３０４）の回動位置に応じて該第１及び第２突起部（５０Ａ，５０Ｂ
、又は３５０Ａ，３５０Ｂ）が択一的に嵌まり込んで前記絞り環（４，３０４）が前記絞
り部（２，３０２）と一体的に回動するように該絞り環（４，３０４）の側に形成された
嵌合部（５１，３５１）と、
　該第１及び該第２突起部（５０Ａ，５０Ｂ、又は３５０Ａ，３５０Ｂ）の前記嵌合部（
５１，３５１）への嵌まり込みを解除して前記絞り環（４，３０４）が前記絞り部（２，
３０２）と切り離された状態で回動するように構成された連結解除部（５２，３５２）と
、
　前記絞り環（４，３０４）の回動にクリック感を付与するように前記第１対向部位（Ｐ
１）及び前記第２対向部位（Ｐ２）に形成又は配置されたクリック機構（６，３０６）と
、
を備え、
　前記クリック機構（６，３０６）は、前記第１対向部位（Ｐ１）に取り付けられたクリ
ック用バネ部材（６０，３６０）と、該クリック用バネ部材（６０，３６０）によって前
記第２対向部位（Ｐ２）の側に付勢される係止部材（６１，３６１）と、該係止部材（６
１，３６１）を係止するように前記第２対向部位（Ｐ２）の側に形成又は配置された被係
止部（６２，３６２）と、を有し、
　前記第２対向部位（Ｐ２）は、周方向（Ｃ）に複数の前記被係止部（６２，３６２）が
形成されてなる被係止面（図３の符号Ｐ２ａ参照）と、該被係止部（６２，３６２）を有
しない略平坦面（図３の符号Ｐ２ｂ参照）と、を有し、
　前記第１突起部（５０Ａ，３５０Ａ）が前記嵌合部（５１，３５１）に嵌まり込んだ状
態で前記絞り環（４，３０４）を回動した場合には前記係止部材（６１，３６１）は前記
被係止面（Ｐ２ａ）を摺動し、前記第２突起部（５０Ｂ，３５０Ｂ）が前記嵌合部（５１
，３５１）に嵌まり込んだ状態で前記絞り環（４，３０４）を回動した場合には前記係止
部材（６１，３６１）は前記略平坦面（Ｐ２ｂ）を摺動するように構成されたことを特徴
とする。
【００１２】
　本発明の第２の観点は、前記レンズ鏡筒（１，３０１）の半径方向外方（Ｒｏｕｔ）を
“鏡筒外方向”とし、該レンズ鏡筒（１，３０１）の半径方向内方（Ｒｉｎ）を“鏡筒内
方向”とした場合に、
　前記第１及び第２突起部（５０Ａ，５０Ｂ、又は３５０Ａ，３５０Ｂ）を該鏡筒外方向
（Ｒｏｕｔ）に付勢するように前記絞り部（２，３０２）の側に取り付けられた第１及び
第２バネ部材（５３Ａ，５３Ｂ、又は３５３Ａ，３５３Ｂ）、
を備え、
　前記嵌合部（５１，３５１）は前記絞り環（４，３０４）の内周面に形成され、
　前記連結解除部（５２，３５２）は、前記嵌合部（５１，３５１）における前記第１及
び第２突起部（５０Ａ，５０Ｂ、又は３５０Ａ，３５０Ｂ）が付勢される位置に配置され
たアクチュエータ部（５２０，３５２０）と、該アクチュエータ部（５２０，３５２０）
に連結されると共に前記絞り環（４，３０４）の外周面から前記鏡筒外方向（Ｒｏｕｔ）
に突出するように配置された押しボタン部（５２１，３５２１）と、からなり、
　該押しボタン部（５２１，３５２１）を前記鏡筒内方向（Ｒｉｎ）に押すことによって
前記アクチュエータ部（５２０，３５２０）が前記第１又は第２突起部（５０Ａ，５０Ｂ
、又は３５０Ａ，３５０Ｂ）を前記嵌合部（５１，３５１）から該鏡筒内方向（Ｒｉｎ）
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に押し出して該第１又は該第２突起部（５０Ａ，５０Ｂ、又は３５０Ａ，３５０Ｂ）の前
記嵌合部（５１，３５１）への嵌まり込みを解除するように構成されたことを特徴とする
。
【００１３】
　本発明の第３の観点は、前記押しボタン部（５２１，３５２１）が、前記絞り環（４，
３０４）に形成された貫通孔（不図示）に挿通されるように配置されたことを特徴とする
。
【００１４】
　本発明の第４の観点は、図６(a) (b) に例示するように、前記固定筒部（３，３０３）
には、前記絞り環（４，３０４）に近接する位置に指標（Ｑ）が表示され、
　該絞り環（４，３０４）には、前記嵌合部（５１，３５１）に前記第１突起部（５０Ａ
，３５０Ａ）が嵌め込まれた状態で該絞り環（４，３０４）が回動された場合において前
記指標（Ｑ）に対向し得る周方向範囲に複数のＦ値（４Ａ）が表示されると共に、前記嵌
合部（５１，３５１）に前記第２突起部（５０Ｂ，３５０Ｂ）が嵌め込まれた状態で該絞
り環（４，３０４）が回動された場合において前記指標（Ｑ）に対向し得る周方向範囲に
複数のＴ値（４Ｂ）が表示され、
　前記絞り部（２，３０２）は、前記指標（Ｑ）に対向するＦ値（４Ａ）又はＴ値（４Ｂ
）を実現する大きさの開口を形成するように構成されたことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第５の観点は、前記レンズ鏡筒（１，３０１）を備えたカメラについてのもの
である。
【００１６】
　なお、括弧内の番号などは、図面における対応する要素を示す便宜的なものであり、従
って、本記述は図面上の記載に限定拘束されるものではない。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の第１，４及び５の観点によれば、クリック機能の停止と絞り値の変更とを行う
ために回動させるものは前記絞り環のみであり、その操作が簡便となる。
【００１８】
　本発明の第２及び３の観点によれば、前記押しボタン部は前記絞り環の外周面から前記
鏡筒外方向に突出するように配置されているため、該絞り環を握ったままで押し込むこと
ができ、その操作が簡便となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明に係るレンズ鏡筒の構成の一例を示す断面図である。
【図２】図２(a) (b) は、図１に示すレンズ鏡筒の拡大断面図である。
【図３】図３は、本発明に係るレンズ鏡筒の構成の一例を示す部分分解斜視図である。
【図４】図４は、本発明に係るレンズ鏡筒の構成の一例を示す部分分解斜視図である。
【図５】図５は、絞り羽根の構成の一例を示す正面図である。
【図６】図６(a) は、Ｆ値の表示部分を示す平面図（図１のＧ矢視図）であり、同図(b) 
は、Ｔ値の表示部分を示す平面図（図１のＨ矢視図）である。
【図７】図７は、絞り調整機能付きのレンズ鏡筒の従来構成の一例を示す平面図である。
【図８】図８(a) は、絞り調整機能付きのレンズ鏡筒の従来構成の他の例を示す部分断面
図であり、同図(b)は、その拡大断面図である。
【図９】図９は、本発明に係るレンズ鏡筒の構成の他の例を示す断面図である。
【図１０】図１０は、図９に示すレンズ鏡筒の構成を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図１乃至図６、図９及び図１０に沿って、本発明の実施の形態について説明する
。
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【００２１】
　本発明に係るレンズ鏡筒は、図１乃至図４、図９及び図１０に符号１，３０１で例示す
るものであって、
・　開口径の大きさを変更可能な絞り部２，３０２と、
・　該絞り部２，３０２を収容する固定筒部３，３０３と、
・　該固定筒部３，３０３に回動可能に取り付けられて前記絞り部２，３０２の開口径を
調整可能に構成された絞り環４，３０４と、
を備えている。
【００２２】
　このうちの絞り部２，３０２は、虹彩絞りであって、図５に例示するようにカム軸２０
ａ，２０ｂを有する複数枚の絞り羽根２０と、該カム軸２０ａ，２０ｂが挿通される複数
のカム孔（図３及び図４の符号２１ａ、並びに図１０の符号３２１ａ参照）が形成された
環状の操作部材（図３及び図４の符号２１、並びに図９及び図１０の符号３２１参照）と
、により構成すると良い。また、図に例示する固定筒部３及び固定筒部３０３は、複数の
筒状部材３０，３１又は複数の筒状部材３３０，３３１をネジによって連結したものであ
るが、一体成形されたものであっても良い。
【００２３】
　さらに、本発明に係るレンズ鏡筒１，３０１は、前記絞り部２，３０２と前記絞り環４
，３０４とを接離可能に連結する連結部５，３０５を備えており、該連結部５，３０５は
、
・　前記絞り環４，３０４の側に（好ましくは、前記絞り部２，３０２から前記絞り環４
，３０４の側に）付勢されるように該絞り部２，３０２の周方向（図３、図４及び図１０
の矢印Ｃ参照）に沿った２箇所に配置された第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は第
１及び第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）と、
・　前記絞り環４，３０４の回動位置に応じて該第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又
は第１及び第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）が択一的に嵌まり込んで前記絞り環４，３０
４が前記絞り部２，３０２と一体的に回動するように該絞り環４，３０４の側に形成され
た嵌合部５１，３５１と、
・　該第１及び該第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は第１及び第２突起部３５０Ａ，３５０
Ｂ）の前記嵌合部５１，３５１への嵌まり込み（つまり、該嵌合部５１，３５１に嵌まり
込んでいるのが第１突起部５０Ａ，３５０Ａである場合にはその第１突起部５０Ａ，３５
０Ａの嵌まり込みであり、該嵌合部５１，３５１に嵌まり込んでいるのが第２突起部５０
Ｂ，３５０Ｂである場合にはその第２突起部５０Ｂ，３５０Ｂの嵌まり込み）を解除して
前記絞り環４，３０４が前記絞り部２，３０２と切り離された状態で回動するように構成
された連結解除部５２，３５２と、
により構成されている。本発明によれば、クリック機能の停止と絞り値の変更とを行うた
めに回動させるものは前記絞り環４，３０４のみであり、その操作及び構成が簡便となる
。
【００２４】
　なお、説明の便宜上、図１，２と図３，４とでは絞り環４における嵌合部５１の周方向
位置（つまり、該嵌合部５１と後述する被係止部６２との周方向の相対位置関係）を異な
らせている。
【００２５】
　ここで、前記レンズ鏡筒１，３０１の半径方向外方Ｒｏｕｔを“鏡筒外方向”とし、該
レンズ鏡筒１，３０１の半径方向内方Ｒｉｎを“鏡筒内方向”とすると、図１、図２及び
図９に示す例では、前記第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は第１及び第２突起部３
５０Ａ，３５０Ｂ）は該鏡筒外方向Ｒｏｕｔに付勢されるように構成されているが、もち
ろんこれに限られるものではなく、前記絞り環４，３０４の側に付勢されるのであれば他
の方向（例えば、光軸方向ｘ）に付勢されていても良く、前記嵌合部５１，３５１の位置
も前記絞り環４，３０４の内周面以外の位置（前記第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ又
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は第１及び第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂが付勢される位置）に適宜変更しても良い。例
えば、図１及び図２(b) 中に符号６１で示す部材（詳細は後述する）が配置されている箇
所及び該箇所から周方向にずれた他の箇所（例えば、１８０°ずらした箇所）に前記第１
突起部５０Ａや前記第２突起部５０Ｂを配置し、符号６０で示すバネ部材が配置されてい
る箇所及び該箇所から周方向にずれた他の箇所（例えば、１８０°ずらした箇所）に第１
及び第２バネ部材５３Ａ，５３Ｂ（詳細は後述する）を配置して、それらの突起部５０Ａ
，５０Ｂが光軸方向（例えば、ｘ方向とは逆の方向）に付勢されるようにしても良い。そ
の場合、前記嵌合部５１は、符号６２で示す被係止部（詳細は後述する）が配置されてい
る箇所などに形成すると良い。
【００２６】
　また、前記第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は第１及び第２突起部３５０Ａ，３
５０Ｂ）が前記鏡筒外方向Ｒｏｕｔに付勢するように構成した場合には、前記連結解除部
５２，３５２は、図２(a) 及び図９に詳示するように、
・　前記嵌合部５１，３５１における前記第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は第１
及び第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）が付勢される位置に配置されたアクチュエータ部５
２０，３５２０と、
・　該アクチュエータ部５２０，３５２０に連結されると共に前記絞り環４，３０４の外
周面４ａ，３０４ａから前記鏡筒外方向Ｒｏｕｔに突出するように配置された押しボタン
部５２１，３５２１と、
により構成し、該押しボタン部５２１，３５２１を前記鏡筒内方向Ｒｉｎに押すことによ
って前記アクチュエータ部５２０，３５２０が前記第１又は第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（
第１又は第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）を前記嵌合部５１，３５１から該鏡筒内方向Ｒ
ｉｎに押し出して該第１又は該第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（第１又は第２突起部３５０Ａ
，３５０Ｂ）の前記嵌合部５１，３５１への嵌まり込みを解除するように構成しておくと
良い。この場合、前記絞り環４，３０４には貫通孔を形成しておき、前記押しボタン部５
２１，３５２１は該貫通孔に挿通されるように配置すると良いが、そのような貫通孔を形
成せずに、前記絞り環４，３０４に切欠部（不図示）や隙間（つまり、前記固定筒部３１
，３３１との間の隙間）を設けておいて前記鏡筒外方向Ｒｏｕｔに突出するように前記押
しボタン部５２１，３５２１を配置しても良い。なお、この押しボタン部５２１，３５２
１は、前記絞り環４，３０４を回動させる間押し続けるようにしても良いが、前記第１又
は第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（第１又は第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）と前記嵌合部５
１，３５１との係合が外れた段階で押し続けなくても良い。本発明によれば、前記押しボ
タン部５２１，３５２１は前記絞り環４，３０４の外周面４ａ，３０４ａから前記鏡筒外
方向Ｒｏｕｔに突出するように配置されているため、該絞り環４，３０４を握ったままで
押し込むことができ、その操作が簡便となる。
【００２７】
　一方、前記嵌合部５１，３５１及び前記連結解除部５２，３５２は、前記第１及び第２
突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は第１及び第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）がそれぞれ同時に
嵌まり込むように２箇所に配置しても良いが、１箇所だけに配置しておいて、
・　前記第１突起部５０Ａ，３５０Ａが前記嵌合部５１，３５１に嵌まり込んだ状態では
前記第２突起部５０Ｂ，３５０Ｂは前記絞り環４，３０４には係合されず、
・　前記第２突起部５０Ｂ，３５０Ｂが前記嵌合部５１，３５１に嵌まり込んだ状態では
前記第１突起部５０Ａ，３５０Ａは前記絞り環４，３０４には係合されない、
ようにすると良い。そのようにした場合には、１箇所に設けられた前記連結解除部５２，
３５２を操作するだけで前記絞り環４，３０４は自由回動状態となり、その連結解除の操
作を簡便にすることができる。
【００２８】
　また、図２(a) 及び図９に例示する嵌合部５１，３５１は、前記レンズ鏡筒１，３０１
の光軸方向ｘに延設された溝状の形状であるが、もちろんこれに限られるものではなく、
溝の概念に含まれない凹部であっても良い。さらに、該嵌合部５１，３５１を溝や凹部で



(8) JP 6557666 B2 2019.8.7

10

20

30

40

50

はなく凸部とし、前記突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）の先端部
に凹部や溝部を形成しておいて、該嵌合部と該突起部とが係止されるようにしても良い。
またさらに、図１及び図９に示す例では、前記第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は
第１及び第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）は、周方向Ｃに沿って１８０°離れた位置に配
置されているが、もちろんこれに限られるものではなく、適当な位置に配置するようにし
ても良い。
【００２９】
　また一方、前記第１及び第２突起部５０Ａ，５０Ｂ（又は第１及び第２突起部３５０Ａ
，３５０Ｂ）の前記鏡筒外方向Ｒｏｕｔへの付勢は、前記絞り部２，３０２の側に取り付
けられた第１及び第２バネ部材５３Ａ，５３Ｂ（又は第１及び第２バネ部材３５３Ａ，３
５３Ｂ）によって行うと良い。なお、図２(a) (b) に符号５４Ａ，５４Ｂで示す部材や図
１０に符号３５４Ａ，３５４Ｂで示す部材は、該第１及び第２バネ部材５３Ａ，５３Ｂを
絞り部２（正確には、操作部材２１）に取り付けるための部材である。また、図１乃至図
４、図９及び図１０に例示する第１及び第２バネ部材５３Ａ，５３Ｂ（又は第１及び第２
バネ部材３５３Ａ，３５３Ｂ）は、前記絞り部２，３０２と前記第１及び第２突起部５０
Ａ，５０Ｂ（又は第１及び第２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ）との間に介装されたコイルス
プリングであるが、もちろんこれに限られるものではなく、他の形状であっても良い。
【００３０】
　ここで、前記固定筒部３，３０３に対向する前記絞り環４，３０４の部分又は前記絞り
環４，３０４に対向する前記固定筒部３，３０３の部分のいずれか一方を“第１対向部位
（図２(b) 及び図９の符号Ｐ１参照）”とし、該第１対向部位Ｐ１に対向する前記固定筒
部３，３０３の部分又は前記絞り環４，３０４の部分を“第２対向部位（同図の符号Ｐ２
参照）”とすると、本発明に係るレンズ鏡筒１，３０１は、該第１対向部位Ｐ１及び該第
２対向部位Ｐ２に形成又は配置されたクリック機構６，３０６を備えていて、前記絞り環
４，３０４の回動にクリック感を付与するように構成されている。なお、図２(b) に例示
する第１対向部位Ｐ１及び第２対向部位Ｐ２は、前記絞り環４及び前記固定筒部３の端面
部分（つまり、光軸方向ｘの端面と、該端面の近傍部分）であるが、もちろんこれに限ら
れるものではなく、該対向部位Ｐ１，Ｐ２が互いに対向している関係にあれば足り、図９
に例示するような前記絞り環３０４及び前記固定筒部３０３の周面部分（つまり、外周面
及びその近傍部分と、内周面及びその近傍部分）や、それ以外の部分であっても良い。例
えば、図１及び図２(b) にて前記第１突起部５０Ａや前記第２突起部５０Ｂが配置されて
いる位置に次述する係止部材６１を配置し、前記第１バネ部材５３Ａや前記第２バネ部材
５３Ｂが配置されている位置に次述するクリック用バネ部材６０を配置し、前記絞り環４
の内周面（つまり、前記嵌合部５１が形成されている位置）に次述する被係止部６２を配
置するようにしても良い。
【００３１】
　そして、前記クリック機構６，３０６は、図２(b) 及び図９に詳示するように、
・　前記第１対向部位Ｐ１に取り付けられたクリック用バネ部材６０，３６０と、
・　該クリック用バネ部材６０，３６０によって前記第２対向部位Ｐ２の側に付勢される
係止部材６１，３６１と、
・　該係止部材６１，３６１を係止するように前記第２対向部位Ｐ２の側に形成又は配置
された被係止部６２，３６２と、
を有しており、該第２対向部位Ｐ２は、図３に例示するように、
・　周方向Ｃに複数の前記被係止部６２が形成されてなる被係止面Ｐ２ａと、
・　該被係止部６２を有しない略平坦面Ｐ２ｂと、
を有している。図９の第２対向部位Ｐ２も、同様に被係止面と略平坦面とを有している。
その結果、
・　前記第１突起部５０Ａ，３５０Ａが前記嵌合部５１，３５１に嵌まり込んだ状態で前
記絞り環４，３０４を回動した場合には前記係止部材６１，３６１は前記被係止面Ｐ２ａ
を摺動し、
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・　前記第２突起部５０Ｂ，３５０Ｂが前記嵌合部５１，３５１に嵌まり込んだ状態で前
記絞り環４，３０４を回動した場合には前記係止部材６１，３６１は前記略平坦面Ｐ２ｂ
を摺動する
ように構成されている。なお、図２(b) に示す例では、前記絞り環４に対向する前記固定
筒部３（筒状部材３１）の部分を第１対向部位Ｐ１として該固定筒部３の側に前記クリッ
ク用バネ部材６０を配置し、前記絞り環４の部分を第２対向部位Ｐ２として該絞り環４の
部分に被係止部６２を形成しているが、その逆、つまり、該絞り環４の部分に前記クリッ
ク用バネ部材６０を配置し、該固定筒部３の部分に前記被係止部６２を形成しても良い。
また、図９に示す例では、前記絞り環３０４の部分を第１対向部位Ｐ１として該絞り環３
０４の側に前記クリック用バネ部材３６０を配置し、前記絞り環３０４に対向する筒部３
３３の部分を第２対向部位Ｐ２として該筒部３３３の部分に被係止部３６２を形成してい
るが、その逆、つまり、該筒部３３３の部分に前記クリック用バネ部材３６０を配置し、
前記絞り環３０４の部分に前記被係止部３６２を形成しても良い。
【００３２】
　ところで、図６(a) に例示するように、前記固定筒部３，３０３（環状部材３２，３３
２）には、前記絞り環４，３０４に近接する位置に指標Ｑを表示し、該絞り環４，３０４
には、
・　前記嵌合部５１，３５１に前記第１突起部５０Ａ，３５０Ａが嵌め込まれた状態で該
絞り環４，３０４が回動された場合において前記指標Ｑに対向し得る周方向範囲に複数の
Ｆ値４Ａを表示すると共に、
・　前記嵌合部５１，３５１に前記第２突起部５０Ｂ，３５０Ｂが嵌め込まれた状態で該
絞り環４，３０４が回動された場合において前記指標Ｑに対向し得る周方向範囲に複数の
Ｔ値（つまり、レンズの透過率を考慮した実効絞り値）４Ｂを表示する、
ようにしておくと良い。そして、前記絞り部２，３０２（及び、前記嵌合部５１，３５１
や前記第１，２突起部５０Ａ，５０Ｂ(又は前記第１，２突起部３５０Ａ，３５０Ｂ)の位
置）は、前記指標Ｑに対向するＦ値４Ａ又はＴ値４Ｂを実現する大きさの開口を形成する
ように構成しておくと良い。なお、Ｆ値とは、レンズの焦点距離を有効口径で割った値で
あり、レンズの透過率を１００％と仮定した場合の明るさに対応するものである。また、
Ｔ値とは、光学系の透過率を加味した実質的な明るさ（つまり、センサーに到達する実際
の明るさ）を示す指標であり、Ｆ値との関係は下式によって表される。
【数１】

【００３３】
　従来、静止画像の撮影にはＦ値を使って絞りの調整が行われているが、動画の撮影には
Ｔ値を使って絞りの調整が行われている。本発明によれば、前記絞り環４，３０４にＦ値
とＴ値の両方が表示されているので、静止画像及び動画のいずれの撮影においても適正な
絞り調整を行うことができる。
【００３４】
　一方、請求項５に記載しているところの、本発明に係るカメラは、上述した構成のレン
ズ鏡筒１，３０１を備えている。なお、該レンズ鏡筒１，３０１は、交換可能なタイプで
あることが好ましいが、交換不可能なタイプ（つまり、カメラを構成する部品としてのレ
ンズ鏡筒）を除外するものではない。
【符号の説明】
【００３５】
　　１　　　　　　　　　　レンズ鏡筒
　　２　　　　　　　　　　絞り部
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　　３　　　　　　　　　　固定筒部
　　４　　　　　　　　　　絞り環
　　４Ａ　　　　　　　　　Ｆ値
　　４Ｂ　　　　　　　　　Ｔ値
　　６　　　　　　　　　　クリック機構
　　５０Ａ　　　　　　　　第１突起部
　　５０Ｂ　　　　　　　　第２突起部
　　５１　　　　　　　　　嵌合部
　　５２　　　　　　　　　連結解除部
　　５３Ａ　　　　　　　　第１バネ部材
　　５３Ｂ　　　　　　　　第２バネ部材
　　６０　　　　　　　　　クリック用バネ部材
　　６１　　　　　　　　　係止部材
　　６２　　　　　　　　　被係止部
　　３０１　　　　　　　　レンズ鏡筒
　　３０２　　　　　　　　絞り部
　　３０３　　　　　　　　固定筒部
　　３０４　　　　　　　　絞り環
　　３０６　　　　　　　　クリック機構
　　３５０Ａ　　　　　　　第１突起部
　　３５０Ｂ　　　　　　　第２突起部
　　３５１　　　　　　　　嵌合部
　　３５２　　　　　　　　連結解除部
　　３５３Ａ　　　　　　　第１バネ部材
　　３５３Ｂ　　　　　　　第２バネ部材
　　３６０　　　　　　　　クリック用バネ部材
　　３６１　　　　　　　　係止部材
　　３６２　　　　　　　　被係止部
　　５２０　　　　　　　　アクチュエータ部
　　５２１　　　　　　　　押しボタン部
　　３５２０　　　　　　　アクチュエータ部
　　３５２１　　　　　　　押しボタン部
　　Ｃ　　　　　　　　　　周方向
　　Ｐ１　　　　　　　　　第１対向部位
　　Ｐ２　　　　　　　　　第２対向部位
　　Ｐ２ａ　　　　　　　　被係止面
　　Ｐ２ｂ　　　　　　　　略平坦面
　　Ｑ　　　　　　　　　　指標
　　Ｒｉｎ　　　　　　　　鏡筒内方向
　　Ｒｏｕｔ　　　　　　　鏡筒外方向
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【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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